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春季企画展「旧植田家時計展、時刻めぐり」 2021年4/29（祝・木）ー7/12（月）
旧植田家住宅の収蔵品の中から時計を中心に、時間や時刻に関するものを展示します。

夏季企画展「みんなの戯画（ぎが）展」7/16（金）ー10/3（日） 予定
本物の偽物や偽物の本物、真面目（真剣）だけどお遊び？そんな掛軸をみんな集めて展示します。

※休館日はP15をご覧ください

展示のご案内
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表紙写真

《はねつるべ（跳ね釣瓶）のおもり》

直径約 36cm（穴 直径約 12cm）×高さ12cm の
石の塊。田畑などで井戸水を汲むための「はね
つるべ」のおもりとして使用された。かつては
道端などによく落ちていたが、最近ではほと
んど見なくなった。原始時代のお金ではない。
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令
和
２
年
度  

冬
季
企
画
展 

 

昔
の
く
ら
し
は
エ
コ
な
く
ら
し

 　

新
し
い
生
活
様
式
は
、現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な

事
態
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、歴
史
を

遡
る
と
、各
時
代
や
地
域
に
お
い
て
使
わ
れ
た
道
具
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
面
が
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
ま
で
の
民
具
が
残
る
旧
植
田
家
住
宅
に
お
い
て
、

現
代
の
観
点
で
エ
コ
に
つ
い
て
考
え
る
企
画
展「
昔
の

く
ら
し
は
エ
コ
な
く
ら
し
」を
開
催
し
た
。

【
エ
コ
と
３
Ｒ
】

　
「
エ
コ
」
と
い
う
観
念
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー（
生
物
の

生
活
や
環
境
学
と
の
関
係
）
で「（
自
然
）環
境
に
い
い
」

こ
と
と
、
エ
コ
ノ
ミ
ー（
経
済
と
環
境
と
の
関
係
）
で

「（
効
率
よ
く
）あ
ま
り
お
金
が
か
か
ら
な
い
」こ
と
と

さ
れ
、
実
際
に
は
結
果
的
に「
エ
コ
だ
っ
た
よ
ね
」
と

い
う
昔
の
く
ら
し
に
学
び
、将
来
的
に
も
現
代
の
く
ら
し

を
良
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
以
前
か
ら「
３

ス
リ
ー
ア
ー
ル

Ｒ
」と
い
う
視
点
に
基
づ
い
て

エ
コ
を
考
え
る
と
い
う
動
き
も
あ
り
、私
た
ち
の
生
活

は
も
と
よ
り
、多
く
の
企
業
な
ど
が
こ
の
考
え
方
を
と
り

入
れ
て
い
る
。３
Ｒ
と
は
、（「
３
Ｒ
推
進
協
議
会
」よ
り
）

Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）・Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
）・

Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

令和２年度 冬季企画展

修
理
し
て

  

何
度
も
使
う
。

繰
り
返
し
て

無
駄
な
く
使
う
。

「継ぎ」の入った食器

羽釜の修理痕

電気をいっさい使わない、昔のあかりと暖房の道具

破れた布を裏から補修する
「継ぎ当て」の技（表面からは目立たない）
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そ
れ
ぞ
れ「（
ゴ
ミ
の
）
減
量
」「
再
使
用
」「
再
利
用
」

を
意
味
し
て
い
る
。
製
品
を
作
る
際
の
資
源
の
量
や

廃
棄
物
を
減
ら
し
た
り
、使
用
済
み
製
品
や
部
品
な
ど

を
繰
り
返
し
使
う
こ
と
、廃
棄
物
を
別
の
形
あ
る
い
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

【
昔
の
く
ら
し
は
エ
コ
？
】

　

本
企
画
展
で
は
、こ
の
３
Ｒ
に
照
ら
し
合
わ
せ
、主
に

昭
和
の
道
具
を
展
示
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が

こ
れ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。当
時
電
気
は

あ
っ
た
が
電
化
製
品
が
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
時
代
で
あ
り
、現
代
の
生
活
様
式
と
は
大
き
く
違
っ

て
い
る
。当
然
、今
の
技
術
や
資
源
な
ど
が
な
い
時
代

の
た
め
エ
コ
な
く
ら
し
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
あ
る
が
、

物
を
大
切
に
し
、あ
ま
り
捨
て
ず
、最
後
ま
で
使
い
切

り
、物
が
な
け
れ
ば
自
分
た
ち
で
考
え
、作
っ
た
り
す

る
精
神
が
こ
の
時
代
に
も
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
コ
な
く
ら
し
を
考
え
る
に
あ
た
り
、当
時
の
人
々

に
と
っ
て
そ
の
時
代
の
く
ら
し
は
、
ご
く
当
た
り
前

で
、最
新
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。い
ま
私
た
ち

は
当
時
の「
懐
か
し
い
」も
の
を
新
た
に「
輝
か
し
い
」

も
の
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

新
し
い
価
値
観
は
既
に
昔
に
あ
っ
た
も
の
だ
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
学
芸
員　

安
藤 

亮
）

物
を
運
ぶ
の
も 
エ
コ
？

風呂敷と買い物かご

買った豆腐はアルミ鍋で

白金カイロ珍品！温泉懐炉新聞ゴミ袋とエコな箱・鍋敷

中身を入替える灰式の懐炉

冷めた水も使う湯たんぽ

暑い日には水枕

氷嚢吊り（今は冷え○タ）

豆腐専用の豆腐かご

荷物の取っ手もとっておく

着物、はぎれ（布）、雑巾、ハタキはリサイクルの基本

子の成長にあわせ縫いかけの着物

使
い
捨
て
な
い

カ
イ
ロ
。ちょっと３Ｒ（スリーアール）

※
エ
コ
な
鍋
敷
の

　
作
り
方（
目
録
）→

自
分
で
作
る
。

温
め
る
の
も
冷
や
す
の
も
エ
コ
。
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昔遊び紹介

大阪教育大学コラボレーション演習　　　　　   2021年2月～5月

私たちは、教育コラボレーション演習として「むかし遊びの日」に参加させていただきました。

体験した遊びの中から、特に印象に残った２つの遊びを紹介します。

２人とも初体験でしたが、遊び方は簡単で、すぐに楽しむことができました。

皆さんもぜひ、むかし遊びを体験しに来てください！    【毎月第3日曜 13時～16時】

【おはじき】
１人でも数人でも遊ぶことができます。

平たいガラス玉を指ではじいて遊びます。

「おやつ」というルールがあったり、はじ

い た 距 離 や 重 ね た 高 さ を 競 う 遊 び 方 を

考えたりして楽しみました。

【おてだま】
手の上で投げて遊びます。歌に合わせたり、

投げる数を増やして楽しみます。お手玉の

中には小豆や穀物を入れることが多く、

戦時中には米を入れて非常食としていた

こともあったそうです。

素
早
く
投
げ
て
拾
う「
お
さ
ら
い
」

積み重ねて高さを競う

色とりどりのおはじき

俵
型
の
お
手
玉

コラボ演習生２人による
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旧
家
で
暖あ
っ
た
か家
支
援

石
臼
珈
琲
体
験 （
再
挑
戦
）

　

令
和
３
年
１
月
、２
度
目
の「
緊
急
事
態
宣
言
」
を

受
け
、
予
定
し
て
い
た
冬
限
定
企
画「
旧
家
で
暖
家

支
援
」を
断
念
し
、そ
の
関
連
企
画
で
あ
る
２
月
14
日

の「
石い

し
う
す
こ
ー
ひ
ー

臼
珈
琲
体
験
」も
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。今
回

は
万
全
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
定
員
数
を
減
ら
し

て
事
前
予
約
制
に
し
て
い
た
た
め
、す
で
に
申
し
込
ま

れ
た
方
が
た
は
、大
変
残
念
と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
約
１
ヵ
月
半
後
、感
染
者
数
も
徐
々
に
減
少
。

時
期
尚
早
な
が
ら
も
宣
言
解
除
が
決
ま
り
、石
臼
珈
琲

体
験
だ
け
で
も
再
挑
戦
し
よ
う
と
、３
月
14
日
に
再
び

実
施
を
試
み
ま
し
た
。参
加
者
も
再
募
集
す
る
予
定
で

し
た
が
、先
の
予
約
者
に
優
先
的
に
お
知
ら
せ
を
し
た

結
果
、全
員
喜
ん
で
参
加
と
い
う
こ
と
で
再
度
定
員
と

な
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
実
施
か
ら
１
年
。「
２
時
間
か
け
て
一
杯
の

コ
ー
ヒ
ー
を
」と
い
う
体
験
に
、今
回
も
プ
ロ
の
講
師

に
カ
フ
ェ
の
店
主
も
応
援
に
来
て
く
だ
さ
り
、参
加
者

と
一
緒
に
、コ
ロ
ナ
対
策
は
忘
れ
ず
、時
間
を
忘
れ
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ち
な
み
に
今
回
は
、予
行

演
習
の
成
果
も
あ
り
、何
と
30
分
の
時
短
に
成
功
。次
回

か
ら
は
１
時
間
半
か
け
て
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
も
や
は

り
、七
輪
で
の
炭
火
熾
し
に
焦
る
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。

　

※
前
回
の
様
子
は「
植
田
家
だ
よ
り
44
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
タ
ッ
フ
）

①講師と店主による珈琲の話（8 分）⑦冷ます用の団扇を構える参加者

⑧ようやく石臼で挽ける状態に

⑨コロナ対策をしながら交代で体験

⑩楽しい 30 分間が終わり

⑪挽いて粉になった珈琲に感動

⑫後はプロの淹れるコーヒーを待つ

②七輪の前で必死なスタッフ（15 分）

③珈琲豆の選定作業に進む（ 5 分）

④何とか間に合い、焙煎開始

⑤交代で作業（手袋は一人に一つずつ）

⑥ひたすら焙煎すること約 20 分
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今
な
お
猛
威
を
ふ
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

例
外
な
く
、全
人
類
に
と
っ
て
の
脅
威
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
中（
コ
ロ
ナ
禍
）
に
あ
っ
て
も
人
々
の

考
え
方
や
物
の
見
方
は
異
な
り
、場
所
や
地
域
に
よ
っ

て
対
策
に
も
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。旧
植
田
家
住
宅
で
は

こ
の
一
年
ど
の
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
の
か
、誰
も
興
味

は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

３
月
〜

　

ま
ず
は
、３
月
の「
全
国
小
中
学
校
一
斉
休
校
」
に

端
を
発
し
た「
臨
時
休
館
」。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
を
目
的
と
し
て
、当
初
３
月
３
日
か
ら

13
日
ま
で
の
予
定
で
し
た
が
、
そ
の
後
31
日
、
４
月

３
日
、５
月
６
日
へ
と
次
々
延
長
さ
れ
、最
終
的
に
は

５
月
20
日
ま
で
休
館
日
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
間
、旧

植
田
家
住
宅
で
は
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
出
来
な
い
分
、

解
除
後
と
収
束
後
に
向
け
た
準
備
や
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
取
り
組
み
を
行
な
い
ま
し
た
。ま
た
初
期
の
段
階
で

八
尾
市
が
９
月
30
日
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
全
て
中
止

す
る
と
決
め
た
こ
と
は
、今
思
う
と
か
な
り
の
好
判
断

で
あ
っ
た
と
同
時
に
当
初
の
混
乱
ぶ
り
が
窺
え
ま
す
。

５
月
〜

　

４
月
７
日
の「
緊
急
事
態
宣
言
」発
出
か
ら
５
月
20
日

の
解
除
ま
で
は
、全
国
的
に
新
し
い
生
活
様
式
や
様
々

な
感
染
予
防
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
○
○

な
ど
も
浸
透
す
る
中
、旧
植
田
家
住
宅
で
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、ブ
ロ
グ（
い
ま
ど
き
）な
ど
で

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
５
月
21
日
か
ら

施
設
が
再
開
。予
定
を
一
部
変
更
し
て
、明
治
時
代
の

疫
病（
コ
ロ
ナ
で
は
な
く
コ
レ
ラ
）に
関
す
る
文
書
や

出
版
物
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
が
、こ
の
一
年
で
入
館

者
数
は
大
き
く
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

10
月
〜

　

い
き
な
り
飛
ん
で
10
月
は
、イ
ベ
ン
ト
が
解
禁
と
な
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
第
二
波
、
第
三
波
を
警
戒
し
、

や
は
り
自
粛
が
続
き
ま
す
。そ
の
中
で
特
別
展
と
11
月

に
関
連
講
演
会
、
夜
間
開
館
、
12
月
も
地
域
連
携
の

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
緊
張
感
も
あ
り

な
が
ら
、大
き
な
喜
び
で
し
た
。

１
月
〜

　

新
年
を
迎
え
、全
国
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続
き
、

２
度
目
の「
緊
急
事
態
宣
言
」が
発
出
。１
ヵ
月
が
過
ぎ

て
も
状
況
が
変
わ
ら
ず
、３
月
７
日
ま
で
延
長
と
な
り

ま
し
た
。し
か
し
大
阪
な
ど
で
は
２
月
末
に
前
倒
し
で

解
除
さ
れ
、そ
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
で「
コ
ロ
ナ
」
と
何
回
言
っ
た
か
、
こ
れ

か
ら
あ
と
何
回
言
う
の
か
。そ
れ
は
誰
に
も
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
一
日
で
も
早
い
収
束
を
願
い
、
旧
植
田
家

住
宅
は
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
安
藤 

亮
）

新型コロナウイルスが全世界に広がり一年以上が経過。
旧植田家住宅ではどんなことがあったのかをふりかえる。

コロナ、この一年特 

集
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3 月　2 日「全国 小中高一斉休校要請　～春季休業前」
　　　3 日「八尾市 各施設の臨時休館　～ 3/13」
　　　　　 「八尾市 各施設の全イベント中止を決定　～ 9/30」
　　  13 日「臨時休館（八尾市） 延長　～ 3/31」
　　  31 日「臨時休館（八尾市） 延長　～ 4/3」

4 月　1 日「全国 全世帯に布マスク 2 枚ずつ配布の方針」
　　　3 日「臨時休館（八尾市） 延長　～ 5/6」
　　　7 日「緊急事態宣言」（東京、神奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、福岡の７都府県）
　　  16 日「緊急事態宣言」（全国に拡大」

5 月　6 日「臨時休館（八尾市） 延長　～ 5/20」
　　  14 日「緊急事態宣言 一部解除」（北海道・東京・埼玉・千葉・神奈川・大阪・京都・兵庫の8都道府県を除く）
　  　21 日「緊急事態宣言 一部解除」（大阪・京都・兵庫の３府県）
　　　　　 「旧植田家住宅 再開」（通常・企画展「明治の疫病・出版物」～7/19）
　  　25 日「緊急事態宣言  解除」（「全国 移動自粛要請」）
　  　30 日「大阪コロナ追跡システム」登録

6 月 19 日「全国 移動自粛要請 解除」

7 月  11 日「感染防止宣言ステッカー（大阪）」登録
　　  12 日「大阪 警戒信号（黄色）」

8 月　4 日「大阪 ポビドンヨードによるうがい励行。～ 8/20」

9 月  30 日「八尾市 各所イベント解禁も自粛継続」

10 月 24 日 「特別・企画展「旧辻田家寄贈襖絵初公開」～12/25）

11 月 15 日 「特別・企画展関連講演会 開催」

12 月　3 日「大阪 医療非常事態宣言 12/4 ～ 12/15」
　　　 16 日「非常事態（赤色）の対応方針に基づく要請」
2021 年
1 月　8 日「緊急事態宣言」（東京、埼玉、千葉、神奈川の1都3県。～2/7）
　　  13 日「緊急事態宣言」（大阪、京都、兵庫、愛知、岐阜、福岡、栃木の７府県。～2/7）

2 月　8 日「緊急事態宣言 一部解除」（栃木。他は延長 ～3/7）
　　  28 日「緊急事態宣言 一部解除」（大阪、兵庫、京都、愛知、岐阜、福岡の6府県）

3 月  21 日「緊急事態宣言  解除」

4 月　5 日「まん延防止等重点措置」（宮城、大阪、兵庫。～5/5）
　　　7 日「大阪 医療非常事態宣言」
　　  11 日「まん延防止等重点措置」（東京。～5/11）
　　  12 日「まん延防止等重点措置」（京都、沖縄。～5/5）
　　  20 日「まん延防止等重点措置」（埼玉、千葉、神奈川、愛知。～5/11）
　　  25 日～「緊急事態宣言」へ（※４月23日 現在）

新型コロナ対策と この一年（2020.3 ～ 2021.4）

＊赤字は八尾市及び旧植田家住宅関連

中止になったイベント１
・畑活用計画（5 月）
・ボランティアガイド要請講座
・ぶらりまちあるき（６月）
・講座 1「植松のむかし話」
・こども昔くらし体験（７・12 月）
・土蔵でクラフト（８月）
・夏のお茶会
・かまどでご飯炊き体験（９月）
・講座 2「幻の銭湯 ” 竜華湯 ”」
・かまどで月見団子、観月会（10 月）

コロナ禍にできたこと
・ # 打ち水大作戦（8 月）
・ # エア博物館（SNS）
・新しい生活（利用）様式
・新用語（ソーシャルディスタンス、3密
 　回避、ステイホーム、アベノマスクなど）

中止になったイベント２
・蓄音機で回想法（11 月）
・うえまつ劇場（新）
・旧家でコンサート
・旧家で食事会
・おもちつき大会（12 月）
・こどものためのお茶会（１月）
・旧家で落語の会（2 月）
・講座 3「古民家・重文民家の話」

展示室の足踏み式消毒台
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四
会
所
だ
よ
り

四
会
所
交
流
・
活
動
状
況

　

平
成
24
年
度
か
ら
凡
そ
隔
月
の
ペ
ー
ス
で

実
施
し
て
い
る
四
会
所
交
流
も
、新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
、延
期
に
な
る
回
が
増
え
ま
し
た
。

各
新
田
会
所（
地
域
）毎
に
状
況
は
違
っ
て
い
ま

す
が
、同
じ
大
阪
府
下
に
あ
り
、何
処
も
苦
労
が

絶
え
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
各
会
所
と
も
一
部
活
動
を
自
粛
し
、

制
限
を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
と
り
な
が
ら

事
業
に
取
り
組
み
、
幸
い
に
し
て
開
館
・
開
園

で
き
て
い
る
状
況
で
す（
4
月
現
在
）。
ま
た
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

講
座
や
会
所
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
・
公
開
す
る

動
き
も
見
ら
れ
ま
し
た
。ち
な
み
に
安
中
新
田

会
所
跡
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
も
Ｐ
Ｒ
動
画

の
公
開
も
未
だ
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん（
未
定
）。

　

四
会
所
交
流
の
事
業
と
し
て
現
在
も
継
続
中

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー「
大
坂
四
会
所
巡
り
」
で

は
、集
印
地
図
の
配
布（
無
料
）
を
実
施
し
て
お

（27）

り
、こ
の
た
び
平
野
屋
新
田
会
所 

市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
会
議
に
よ
っ
て
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。入
館
者
が
減
る
中
、こ
の

チ
ラ
シ
を
き
っ
か
け
に
新
た
に
新
田
会
所
に

興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
少
し
で
も
増
え

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
マ
ス
ク
と
消
毒
が
欠
か
せ
な
い

日
々
が
続
き
ま
す
が
、時
折
コ
ロ
ナ
疲
れ
を
癒
し

に
、
風
通
し
の
良
い
場
所
で
、
会
所
め
ぐ
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。ま
ず
は

四
会
所
の
名
前
だ
け
で
も
覚
え
て
帰
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（

安
中
新
田
会
所
跡　

安
藤 
亮
）

安
中

新
田

●大東市立歴史民俗資料館
 ・大東市野崎 3-6-1（来ぶらり四条 2 階）
  ・JR 野崎駅下車 徒歩15分
  ・9：30～19：30（第1・3火曜休館）
  ・ 入館無料
  ・ お問合せ：072-876-7011

●平野屋新田会所跡
　  （大東市）
    ・JR 住道駅下車 徒歩25分

●鴻池新田会所（東大阪市）

 ・JR 鴻池新田駅下車 徒歩5分
  ・9：30～17：00（月曜休館）
  ・ 大人300円、小中学生200円
  ・ お問合せ：06-6745-6409

●加賀屋新田会所跡（住之江区）

 ・OsakaMetro住之江公園駅下車 徒歩15分

  ・10：00～16：30（月曜休園）
  ・ 入園無料
  ・ お問合せ：06-6683-8151（管理事務所）※スタンプは大東市立歴史民俗資料館にあります。

国指定史跡・重要文化財 大阪市指定文化財

大東市指定文化財

「集印 大坂四会所巡り」のチラシ
（作成：平野屋新田会所市民サポーター会議）

集 印　大坂四会所巡り　
各会所案内 （スタンプ設置場所）

＊四会所巡回記念品の贈呈は、無くなり次第終了
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【
作
っ
て
み
よ
う
、使
っ
て
み
よ
う
】

　

日
常
業
務
の
中
で
も
、な
る
べ
く
３
Ｒ（
4
頁

参
照
）
を
心
が
け
、
残
っ
た
展
示
の
チ
ラ
シ
で

作
っ
た
箱
や
古
新
聞
ゴ
ミ
袋
を
使
っ
て
い
ま
す
。

特
に
昨
年
は
突
然
の
コ
ロ
ナ
休
館
で
数
百
枚
の

チ
ラ
シ
が
無
駄
に
な
っ
た
た
め
、何
と
か
し
よ

う
と
、も
っ
た
い
な
い
精
神
を
発
動
！
企
画
展

「
昔
の
く
ら
し
は
エ
コ
な
く
ら
し
」で
は
廃
棄
チ
ラ

シ
で
鍋
敷
き
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
、

本
企
画
展
は
チ
ラ
シ
自
体
を
最
初
か
ら
箱
に
な

る
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。（
お
手
元
に
捨
て

よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
チ
ラ
シ
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
作
っ
て
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。）
↓

日日植田家住宅
-日常から日用まで -

雑記帳

第4日：エコなハコとゴミ袋

　

と
は
い
え
、何
か
と
便
利
で
楽
な
く
ら
し
に

慣
れ
て
し
ま
っ
た
現
代
で
は
、ち
ょ
っ
と
し
た

手
間
も
惜
し
む
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
ま
た
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
み
、最
近
で
は
新
聞
を
取
ら
な
い
家
も
珍
し

く
な
く
、古
新
聞
の
再
利
用
は
あ
ま
り
現
実
的

で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
旧
植
田
家
住
宅
で
は
、今
日
も
反ほ

ご古

紙
を
メ
モ
に
、
チ
ラ
シ
を
ハ
コ
に
し
、
古
新
聞

は
ゴ
ミ
袋
、か
ま
ど
の
焚
き
付
け
に
と
重
宝
し

て
い
ま
す
。展
示
で
使
っ
た
廃
棄
パ
ネ
ル
も
日
用

か
ら
イ
ベ
ン
ト
、ア
ー
ト
ま
で
幅
広
く
資
材
と

し
て
用
い
て
い
ま
す
。時
間
が
も
っ
た
い
な
い

と
言
わ
ず
、楽
し
ま
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
。

MOTTAI
NAI

【もったいない精神】

　お店のレジ袋有料化に伴い、マイバッグ（エ

コバッグ）の使用頻度が増えた一方、これまで

当たり前だったゴミ箱に使うゴミ袋が減り、

レジ袋がより貴重なものとなりました。それ

はさておき、まだ使える、いつか使うだろうと

大事にとっておく「もったいない精神」はエコ

につながり、やがて文化遺産となることもあり

ます。旧植田家住宅の資料の多くはそんな精神

から成り立っているとか、いないとか…。

新聞紙でエコな
ごみ袋の作り方

↓

「エコなくらし」展のチラシ

文字やイラストも変わる

【古新聞でエコ袋】
ご み 箱 の 大 き さ に
合わせて作れる。

ち
ょ
っ
と 

や
や
こ
し
い
け
ど
、

 

順
番
に
折
っ
て
い
く
と
… 
→

エ
コ
な
ハ
コ
の

完
成
！

毎
日
、使
っ
て
ま
す
（
二
つ
の
意
味
で
）
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今い
ま
む
か
し

昔
あ
そ
び
体
験

手
習
い
所
～
ビ
ー
玉
を
使
っ
た
遊
び
～

　

こ
れ
ま
で
連
続
体
験
講
座
と
し
て
実
施
し
て
き

ま
し
た「
手
習
い
所
」
は
、
今
回
か
ら「
遊
び
」
に

特
化
し
た
体
験
型
講
座
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
、中
身
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、昨
年
の

長
期
コ
ロ
ナ
休
館
前
に
実
施
し
た
内
容（「
植
田
家
だ

よ
り
44
号
」参
照
）
に
も
う
ひ
と
つ
今
と
昔
の
遊
び
の

要
素
を
プ
ラ
ス
し
、体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
は「
ビ
ー
玉
を
使
っ
た
遊
び
」と
い
う
こ
と

で
、
江
戸
時
代
の
か
ら
く
り
玩
具「
俵
こ
ろ
ば
し
」

と
、新
し
い「
ビ
ー
玉
コ
マ
」作
り
に
挑
戦
。天
気
が

よ
け
れ
ば
外
で「
昭
和
の
ビ
ー
玉
遊
び
」も
行
な
う

予
定
で
し
た
が
、生
憎
の
天
気
の
た
め
、室
内
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。

　

俵
こ
ろ
ば
し
は
、予
め
用
意
し
た
型
紙
を
切
り
貼
り

し
て
ビ
ー
玉
を
入
れ
る
も
の
と
、ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に

紙
コ
ッ
プ
で
作
る
２
種
類
を
実
践
。ま
た「
ビ
ー
玉

コ
マ
」は
、こ
ち
ら
も
予
め
用
意
し
た
円
盤
型
の
台
紙

に
絵
を
描
き
、
ビ
ー
玉
を
接
着
し
て
完
成
。
い
ず

れ
も「
切
る
、貼
る
、描
く
、動
か
す
」だ
け
の
単
純

な
作
業
で
す
が
、
こ
れ
が
ま
さ
に
遊
び
の
基
本
と

い
え
る
ほ
ど
に
、子
ど
も
も
大
人
も
夢
中
に
な
り
ま

し
た
。今
後
も
色
々
な
遊
び
を
検
討
中
で
す
。　

（
ス
タ
ッ
フ
）

切る

貼る

動かす

描く遊ぶ
描いた絵が回って混ざる様子

夢中で作って遊ぶこどもと大人
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【
植
田
家
住
宅
の
・
ち
ょ
っ
と
し
た
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　

◆
終
了
し
た
イ
ベ
ン
ト
◆

 

・「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
２
０
２
０
」

　

  　
　

＝
２
０
２
１
年
１
月
６
日（
水
）～
１
月
31
日（
日
） 

　
「
新
旧
大
和
川
と
新
田
会
所
周
辺
の
風
景
」を
テ
ー
マ

に
昨
年
10
月
か
ら
募
集
を
行
な
っ
た「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

示
２
０
２
０
」
で
は
、
常
連
の
方
を
は
じ
め
、10
名
の

作
品
が
集
ま
っ
た
。今
回（
第
12
回
）は
墨
、鉛
筆
、ペ
ン
、

水
彩
な
ど
の
多
様
な
写
生
作
品
が
旧
植
田
家
住
宅
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
並
ん
だ
。作
品
は
、古
い
ま
ち
な
み
が

残
る
八
尾
・
柏
原
の
様
子
や
建
物
・
川
に
着
目
し
た
風
景

の
ほ
か
、植
田
家
の
庭
や
神
社
の
狛
犬
を
描
い
た
も
の

も
見
ら
れ
た
。作
品
の
募
集
は
今
年
度
も
行
な
う
予
定
。

・
冬
限
定
企
画「
旧
家
で
暖あ
っ
た
か家

支
援
」

　

  　
　

＝
２
０
２
１
年
１
月
９
日（
土
）～
３
月
１
日（
月
） 

　
「
こ
た
つ
で〝
暖
ら
ん
〟」「
あ
っ
た
か
飲
料
」「
昔
の

暖
房
体
験
」な
ど
を
行
な
う「
旧
家
で
暖
家
支
援
」は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、今
年
度
は
残
念

な
が
ら
中
止
し
ま
し
た
。来
年
を
お
楽
し
み
に
。

◆ 

告 

知 

◆

 

・
幻
の
銭
湯〝
龍り
ゅ
う
げ
ゆ

華
湯
〟の
情
報
を
募
集

　

  　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

＝
8
月
末
ま
で 

　

明
治
か
ら
平
成
ま
で
旧
植
田
家
住
宅（
植
松
町
）
の

近
く
に
あ
っ
た
銭
湯（
温
泉
）「
龍
華
湯
」の
情
報
を
募
集
。

こ
の
銭
湯
は
、大
阪
の
築
港
大
潮
湯
な
ど
で
知
ら
れ
る

大
工
・
森
口
留
吉（
八
尾
出
身
）
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、

そ
の
姿
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
写
真
な
ど
が
残
っ
て

い
な
い
。今
年
９
月
に
関
連
講
座
を
開
催
予
定
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
旧
植
田
家
住
宅
ま
で

新旧大和川と新田会所周辺の風景をテーマに、
鉛筆、ペン、水彩、墨など多様な作品が並ぶ
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現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
中
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
お
ち
ょ
や
ん
」
で
主
人
公
を
演
じ
て
い
る

杉
咲
花
さ
ん
の
モ
デ
ル
は
、女
優
の
浪
花
千
栄
子

さ
ん
で
す
。浪
花
千
栄
子
さ
ん
と
い
え
ば
、元
夫
の

渋
谷
天
外
さ
ん
は
、
今
東
光
が
書
い
た
随
筆「
み

み
ず
く
説
法
」を
舞
台
化
し
た
縁
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
何
と
い
っ
て
も
映
画「
悪
名
」「
続
悪
名
」

で
演
じ
た
因
島
の
女
親
分
、麻
生
イ
ト
を
外
す
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

麻
生
イ
ト
は
実
在
し
た
人
物
で
明
治
九（
一
八

七
六
）
年
に
尾
道
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
一

（
一
九
五
六
）年
五
月
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。因
島

を
南
に
渡
っ
た
生
名
島
に
あ
る
三
秀
園
に
残
さ
れ

て
い
る
碑
文
に
は
、

　
「
明
治
、大
正
時
代
に
活
躍
し
た
女
傑
の
一
人
と

い
わ
れ
、一
代
で
造
船
業
の
下
請
け
の
麻
生
組
を

興
し
た
男
装
の
女
親
分
、
麻
生
イ
ト
翁
で
あ
る
。

因
島
市
土
生
町
の
公
共
事
業
や
教
育
活
動
な
ど

町
の
発
展
に
つ
く
し「
憲
政
の
神
様
」と
い
わ
れ
た

尾
崎
行
雄
な
ど
の
政
界
人
や
河か

わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う

東
碧
梧
桐
の
よ
う
な

落
穂
拾
い

　

 -
今
東
光
の
薫
風- 

（四
十
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

文
人
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。晩
年
は
私
財
を
投
じ

て
こ
の
立
石
に
三

さ
ん
し
ゅ
う
え
ん

秀
園
を
造
園
し
て
、観
音
信
仰
の

霊
場
と
し
た
」（
※
）

と
、紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
物
を
今
東
光
は
取
材
し
、作
品
に
盛
り

込
ん
で
い
き
ま
し
た
。朝
吉
と
琴
糸
の
窮
地
を
救
う
、

男
性
以
上
に
仁
義
に
篤
い
人
物
で
し
た
。東
光
は

以
下
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
ま
す
。

　
　
や
が
て
真
中
に
麻
生
イ
ト
女
が
紋
付
に
仙
台
平

　
の
袴
で
、そ
の
一
家
の
若
い
者
が
同
じ
く
紋
付
袴

　
の
い
で
た
ち
で
介
添
え
で
控
え
た
。（
中
略
）

　
　
ざ
ん
切
り
頭
を
七
三
に
分
け
、男
物
の
衣
裳
を

　
身
に
ま
と
っ
た
麻
生
イ
ト
女
は
、同
じ
く
白
扇
を

　
前
に
置
い
て
、
む
ず
と
坐
り
、
口
を
へ
の
字
に

　
結
ん
で
、眼
光
だ
け
は
炯
々
と
光
ら
せ
て
一
座
を

　
睨
み
わ
た
し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
海
の
女
王
と

　
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。（
中
略
）

　
　
こ
の
人
が
、お
し
げ
の
話
だ
と
、誤
解
だ
っ
た
と

　
は
い
え
、
乱
暴
者
が
い
き
な
り
な
ぐ
り
込
み
を

　
か
け
て
日
本
刀
を
振
っ
て
斬
り
つ
け
、
数
ヵ
所

　
の
傷
を
受
け
な
が
ら
も
、
気
丈
に
凶
漢
を
組
み

　
伏
せ
、順
々
と
道
理
を
聞
か
せ
て
遂
に
は
有
力
な

　
子
分
の
一
人
に
し
た
と
は
到
底
思
え
な
い
。

コ
ラ
ム

　
ま
る
で
幼
稚
園
の
先
生
み
た
い
に
柔
和
な
顔

　
つ
き
だ
。（
後
略
）

　   （「
悪
名
」昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）年
十
月
三
十
日 

新
潮
社
発
行
よ
り
）

　

小
説
で
は
麻
生
イ
ト
が
自
ら
興
し
た
事
業
の

跡
継
ぎ
を
朝
吉
に
託
そ
う
と
す
る
ほ
ど
で
、逆
に

言
え
ば
、東
光
は
麻
生
イ
ト
の
人
物
像
に
深
い
敬
愛

の
念
を
込
め
て
い
た
と
言
え
ま
す
。因
島
に
鳴
り

響
く
河
内
音
頭
も
印
象
的
に
描
写
さ
れ
、朝
吉
の

故
郷
で
あ
る
八
尾
と
因
島
が
重
な
り
あ
い
ま
す
。

任
侠
・
男
気
・
腕
っ
ぷ
し
な
ど
が
目
立
っ
て
評
価

さ
れ
が
ち
な
小
説
で
す
が
、朝
吉
や
麻
生
イ
ト
が

琴
糸
を
ど
う
し
て
守
り
た
い
と
思
っ
た
の
か
が
、

こ
の
物
語
の
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
悪
名
の
映
画
化
六
十
年
と
い
う
節
目
に

あ
た
り
ま
す
。
次
回
か
ら
、
少
し
悪
名
の
世
界
を

覗
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

今東光資料館（八尾図書館3F） 春季企画展示
「小説『惡名』と映画『惡名』」（3/13～9/5）

※展示については今東光資料館（八尾市本町 2-2-8）まで。

（※）引用にあたり改行部分等にも読点を付し、生没年は省略。
　　なお、碑文では生没年が（1874-1956）となっています。

（提供：今東光資料館）
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